宇宙カレンダー　宇宙誕生から人類出現まで，１３８億年を1年に短縮すると・・・

1月1日　：　ビックバーン

宇宙は巨大なエネルギーのかたまりの強烈な大爆発から出発した。このビックバーンによって宇宙に時間と空間ができたと言われている。ビックバーン以前のことは，空間がないから絵にかくこともできない。

2月1日　：　宇宙の果てしない膨張

膨張にともない，少しずつ宇宙の温度が下がっていった。今まで光しかなかった宇宙に，Ｈ，Heなどの原子(物質)ができた。

3月1日　：　星雲の出現

宇宙空間の水素（Ｈ），ヘリウム（Ｈｅ）がお互いの重力で集合し，無数の星雲が誕生した。

4月1日　：　銀河系の誕生

無数の星雲が誕生と生滅をくり返した。人類の住む銀河系もこの頃誕生したと考えられている。

5月1日　：　恒星の誕生

星雲の中に濃い所とうすい所があり，濃い所がお互いの重力でどんどん集まり，内部で核反応が起こりはじめた。これが恒星の誕生である。恒星の内部では，核反応によりＨｅ３つが三重衝突し炭素ができた。さらに炭素同士の衝突などを行い，恒星内部でFe（鉄）までの原子が誕生した。

6月1日　：　ブラックホールの誕生

無数の星（恒星）が誕生と消滅をくり返した。このくり返しは何十億年にも及ぶ。また，赤色巨星になった恒星が消滅するとき超新星爆発が起こるが，このときにFe（鉄）より重い元素が誕生した。

星の一生　：　恒星　→　赤色巨星　→　超新星　→　ブラックホールか白色矮星　→　恒星へと戻る

9月9日　：　太陽の誕生

銀河系の中で太陽が誕生した。

9月14日　：　地球の誕生

太陽ができるとき太陽にとりこまれずにそのまわりをまわる物質があった。これらの星は大きさが小さいため，内部で核反応を起こすことができず，自分で光を発しない。（惑星の誕生）

（木星がもう少し大きければ，恒星になれたかもしれないと言われている。）

9月25日　：　海の出現

地球では鉱物資源に含まれていた水が地球の熱によって蒸発し，雲になり，地球に何億年も雨が降りつづいた。その結果地球上のあちこちに水たまりができた。また，鉱物の中に含まれていた塩類が溶けだし，現在の海ができた。

10月9日　：　生命の誕生

空気中で生じた簡単な有機物（炭素を含んだ化合物）が雨とともに降り注ぎ，海水中に有機物がとけこんだ。これが落雷などのきっかけで複雑な反応をし，偶然原始生命が誕生したと言われる。最初の生命は，遺伝子だけからなるもので，現在のウイルスと考えられている。その後，細菌類，らん藻類が出現した。

11月12日　：　光合成植物の出現

光合成をする原始的な藻類が増え，大気中にどんどん酸素を放出した。

11月15日　：　核を持つ生物の出現

今までいた生物は，細胞の中に核をもたない生物であった。このころ，より進化した細胞の中に核を持つ生物が出現した。

12月1日　:　酸素呼吸型生物の出現

発酵細菌のように酸素を使わない無気呼吸は効率が悪い。そこで，より効率の良い酸素呼吸型生物が主流になってきた。これも植物が，光合成で酸素を作ってくれるおかげ。

12月16日　：　海洋性プランクトンの増加

単細胞生物の中から集団で生活しながら多細胞生物への道をたどる生物が出現した。

12月18日　：　海洋性無セキツイ動物の増加

海洋性プランクトンをエサにする無セキツイ動物が出現した。

12月19日　：　魚類の出現

海洋性無セキツイ動物をエサに，激しく動き回れる最初のセキツイ動物（ピカイア）が出現した。

12月20日　：　シダ植物の陸上進出

藻類から進化したコケ植物やシダ植物が陸上に進出をし始める。

12月21日　：　昆虫類が繁栄

シダ植物をエサに節足動物の一群から陸上生活に適応した昆虫類が進化。このころ，シダ植物が大森林をつくり（現在の石炭のもと），地上では，体長5mのトンボが飛行していた。

12月22日　：　両生類の出現

昆虫類をエサに魚類の一部が水陸両方で生活可能な両生類に進化した。この頃，セキツイ動物は，えら呼吸から肺呼吸へ進化した。

12月23日　：　ハチュウ類の出現

両生類の一部からより乾燥に適したハチュウ類が出現し，水中産卵から陸上産卵へと進化した。

12月24日　：　恐竜の出現

ハチュウ類は水辺から離れ，温暖な気候を利用し，小型ハチュウ類から，大型ハチュウ類へ進化した。

12月26日　：　ほ乳類の出現

この頃最初のほ乳類が出現したが，隠れるように生活していた。

12月27日　：　恐竜の全盛時代

恐竜は，陸上，空中（翼竜），海中（魚竜）などあらゆる場所に適応し，この世の栄華をきわめた。また，温暖な気候が長く続いたためエサとなる動植物が豊富にあり，さらに巨大化した。

12月28日　：　始祖鳥の出現

ハチュウ類の一部から鳥類の祖先と思われる始祖鳥が出現した。

12月29日　：　大きな地殻変動

気候の寒冷化（隕石の衝突による噴煙で太陽光がさえぎられた？）がおこる。このころ恐竜が絶滅した。ほ乳類は体毛をもち恒温動物だったので生き延びることができた。

12月30日　：　ほ乳類全盛時代

小型のハチュウ類は残ったが，恐竜にかわってほ乳類が栄えた。ナウマンゾウ・デスモスチルスなどの大型ほ乳類が出現。

12月31日　22時30分　：　人類の出現

ほ乳類のサルの仲間の一群から，人類の祖先が誕生した。カレンダーでいえば，人類の出現は，大晦日の紅白歌合戦の真っ最中に人類が誕生した。長い宇宙や先輩生物の歴史に比べれば人類はつい最近出現した新入りである。

